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 §１ はじめに 
その１、その２では居住者の住宅性能に対する重視度

合等に関する既往調査の結果を整理・分析した。その結

果、現状の住宅性能表示制度による項目以外に重視され

ている項目が少なくないこと、居住者の年齢や住まいな

どの属性による影響が少なくないことなどがわかった。

また、性能表示で使用されている性能の名称が居住者に

とってわからないものや誤解のあるものも少なくないこ

とがわかった。これらの結果を踏まえて調査対象を限定

し、属性のばらつきをおさえた調査を実施し、その結果

を整理することで、居住者が求めている住宅性能項目を

明らかにしたい。またその結果から、現段階で指標化あ

るいはﾚﾍﾞﾙ設定等が行われていない項目についても、住

宅性能表示制度等で利用できるような指標化を行いたい。 
その３およびその４では首都圏在住の 30 歳代既婚者に

対するアンケート調査の結果について報告する。 
§２ 調査方法および回答者の属性 

2003年２～３月に首都圏在住の30歳代既婚者75名にア
ンケート調査を行った。調査内容は居住者が住宅性能の

内容および住宅性能表示制度をどの程度理解しているか、

またその必要性や重要性を感じているか否か、現在施行

されている住宅性能表示制度内の表示項目の内容に関す

る理解度や重視・必要度合、必要とされる住情報との整

合について等である。なお、年代や地域性による違いに

よる影響を少なくした結果を得るため、調査対象を限定

することとし、住宅購入者が比較的多い30歳代の既婚者
のみとし、その居住地は首都圏（東京、埼玉、千葉、神

奈川の４県のみ）とした。 
回答者は世帯主あるいはその配偶者で住宅性能の判断

に決定権をもつ人とした。男女の割合は女性78％、男性
19％となり、年齢は33～35歳が半数以上を占めている。 
なお回答者の32％は過去５年以内の住宅購入経験者で、

48％は数年後に住宅を購入する予定であると回答してい
る。また回答者の約７割が集合住宅居住者で、その入手

形態は「賃貸」が36％、「新築で購入」が28％である。 
§３ 住宅性能表示制度に対する意識 
住宅性能表示制度に対する意識の結果を図１に示す。 
半数以上が住宅性能表示制度を「知らない」と回答し、

「聞いたことはあるが内容は知らない」と合わせると居

住者の９割が認識していないことがわかる。また住まい

手が性能レベルを選択で

きるという制度自身に関

する評価では「住まい手

の意見を尊重するのは大

変よい」「素人にもわか

りやすいものにしてほし

い」という意見が多くみ

られた。性能レベルの決

定は「住まい手が当然決

めるべき」33％、「住ま
い手が決めるべきだが実

際は困る」31％、「素人
よりも専門家に任せたほ

うがいい」16％、「当然
専門家が決めるべき」

１％と、住まい手が関わ

る意識はあるものの、半

数程度は専門家を頼らな

いと困る状況にあること

が推察できる。 
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図１ 住宅性能表示に 
対する意識 

なお、これらの意識について男女別の比較をした結果、

住宅性能表示制度を「知らない」と回答した人の割合は

女性の方が多かった。また住宅性能表示制度について

「住まい手が当然決めるべき」という意見は男性の方が

多く、「住まい手が決めるべきだが実際には困る」という

回答が女性に多いという結果になった。また購入経験者

の方が「素人が決めるより専門家に任せたほうがよい」

という回答が少なく、経験者の観点からは居住者がある

程度住宅性能の決定に関わるべきであると認識している

ことが特徴的であった。 
 また、住宅雑誌等で情報収集をしている人の中では、

「住まい手が当然決めるべき」という意見と「専門家に

任せたほうがいい」という意見にわかれ、住宅雑誌等を

あまり読まないという回答者が「住まい手が決めるべき

だが実際は困る」と回答する傾向にあった。 
さらに性能レベルを「住まい手が決めるべき」の回答

者の方が住宅性能表示制度の認識率が高く、またこの制

度を「大変よい」と回答した人が多かった。 

Research on Residents’ Consciousness of Housing Performance         
－ Part 3 Questionnaire for Married People on Their Thirties Living in Tokyo Metropolitan Area － 

           NOMURA Yukari, HISAGI Akie and NOZAWA Ako  
 

次に、住宅性能表示制度をどう思うかといった問いに

対する結果を図２に示す。 
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６割以上が｢大変よい｣

と評価しているが、その

価値について、購入時、

売る時、貸す時といった

状況に応じて有利だと思

うか不利だと思うかにつ

いて質問した結果にはば

らつきがあり、個人差も

大きい。購入時に有益で

はあるが、売る時や貸す

時には影響がないと考えている回答者が多い。なお、戸

建住宅の居住者に比べると、集合住宅居住者の方が「購

入時に有利だ」という回答が少ない結果であり、住宅性

能表示制度については戸建住宅に関する制度であるとい

った認識も少なくない。 
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§４ 住宅性能表示制度項目の内容理解度 
性能表示制度項目の内容に対する居住者の理解度を把

握するため、住宅性能項目の内容について自己評価によ

る認知度合を調査した。結果を図３、図４に示す。 
大枠の９項目は「少しわかる」が最も多く、「わかる」

という回答者とあわせて 71％が認知している。一方、詳
細 29 項目については７割以上の人が「あまりわからな
い」「全くわからない」と回答した。 
個々の項目でみると、「劣化対策等級」「維持管理対策

等級（専用配管）」「維持管理対策等級（共用配管）」「単

純開口率」「方位別開口比」「透過損失等級（界壁）」「透

過損失等級（外壁）」に関しての理解度が低い。次いで

「地盤・杭の許容支持力など」「基礎の構造方法・形式」

「耐火等級（開口部）」「耐火等級（開口部以外）」「耐火

等級（界壁及び界床）」も若干理解度が低い結果となって

いる。これらは各項目の違いがわからないという回答も

多いことから、その影響も含まれたものと考えられる。 
また各種調査等において居住者が重視する性能として

よく挙げられている住宅性能を 24 項目選び、これを提示

して、住宅性能表示制度項目のどれに該当すると思うか

どうかについて質問した。 
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その結果、やや整合していない回答がみられた項目が

いくつかあり、『火災時の安全性』の中の「感知警報装置

設置等級」には「防犯性」が該当するという回答が多く

みられた。また「感知警報装置設置等級」に「長期のメ

ンテナンス計画」も該当項目として挙げられた。 
また「ホルムアルデヒド対策」に「気密性」と「風通

しのよさ」が、「光・視環境」に「風通しのよさ」「太陽

熱などの自然エネルギー利用」が、「高齢者対策等級（専

用部分）」に「冷暖房設備」が該当するといった回答がみ

られた。これらの結果から、居住者は住宅性能を躯体や

材料などのものの質といったとらえ方ではなく、比較的

生活や居住性と関連づけた内容として認識する傾向があ

ることがわかった。またこれらの傾向や全体的な結果よ

り、現状の住宅性能表示制度項目は居住者にとって曖昧

な理解となっている項目も少なくないと判断できる。 

図２ 性能表示への評価 

さらに、住宅性能についてわからない点に関する自由

回答では、「専門用語が多すぎて難しい」「素人にもわか

りやすいガイドブック等があればよい」といった回答が

圧倒的に多くみられた。また具体的な項目については

「透過損失等級の意味」「日当たりがどの項目かわからな

い」「単純開口率と方位別開口比がわかりにくい」「耐震

等級がなぜ分かれているのか、違いもわからない」とい

う回答も複数挙げられた。今後は自己責任をとる居住者

自身が理解できる項目名への改善や内容説明資料などが

必要であることがわかる。 
§５ おわりに 
本報では居住者の住宅性能に対する知識や意識に対す

る調査結果を中心に報告した。次報では住宅購入時に重

視する性能や必要性の高い性能項目についての分析結果

を報告する。なお本研究の一部は、平成 14 年度文部科学
省科学研究費補助金（課題番号 14780066）による。 
【謝辞】アンケートにご協力頂いた方々に深く感謝する。 

図３ 性能表示項目の内容認知 図４ 性能表示の各項目に対する認知 
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